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C－ 2 ルート 1 1747.000 JR南米沢駅 山形県立米沢興譲館
高等学校
エリアD D－ 1 ルート 1 2006.000 米沢市立南部小学校 石山内科クリニック
D－ 2 ルート 1 862.173 山形県公立大学法人
学寮
在家踏切




















































































いることがわかる。金網はルート 1に 30個、ルート 2に 31個存在していた。図 9より、金網は
ルート 1では特に北から南に向かう道筋に多数存在しており、ルート 2ではルート後半となる
南から北に向かう道筋と東から西に向かう道筋に多数存在していることがわかる。鉄板はルー






在していることが確認できる。そして、排雪用側溝網はルート 1に 39個、ルート 2に 5個存在
していた。図 9から排雪用側溝網はルート 1上にまんべんなく存在しており、ルート 2ではルー
ト 2のスタート地点近くに存在していることがわかる。側溝はルート 1に 6箇所、ルート 2に 4
箇所存在していた。側溝はルート1の北から南に向かう道筋に集中して存在しており、またルー
ト 2では、ルート 2のスタート地点近くに存在していることが確認できる。
マンホールはルート 1に 42箇所、ルート 2に 37箇所存在しており、ルート 1とルート 2と
もにルート上にまんべんなく存在していることが図 10より確認できる。カーブミラーはルート






A－1コースでは道幅が広い箇所は合わせて 7箇所確認することができた。ルート 1に 2箇
所、ルート 2に 5箇所存在した。一方、道幅が狭い箇所はルート 1に 8箇所、ルート 2に 1箇
所、合計 9箇所確認することができた。図 12から道幅が狭い箇所はルート 1上の８箇所のうち
６箇所がルート 1前半の北から南に向かう道筋に存在していた。道幅が広い箇所はルート 2上
の 5箇所のうち 3箇所がルート2前半の南から北に向かう道筋に存在している。また、危険ゾー
ンを 2箇所確認することができ、各ルートに 1箇所ずつ確認した。特にルート 1では「歩道が
人ひとり通れる分しかない」箇所があり、歩行の際は特に車の走行に注意する必要のある地点
が確認された。図 13にA－1コースにおける危険ゾーンの一例を示す。







スロープ 2 0 10 20
金網 30 31 53 51
鉄板 12 3 24 2
排雪用側溝網 39 5 4 0
側溝 6 4 41 2
マンホール 42 37 37 28
カーブミラー 10 1 4 0
ガードレール 0 0 0 0
セーフティパイプ 2 2 1 1
縁石 0 2 0 26
点字ブロック 0 0 0 1
道幅広い 2 5 5 2
道幅狭い 8 1 3 3
危険ゾーン 1 1 5 7






















エリア Aにおける A－ 2コースは「伝国の杜（米沢市上杉博物館・置賜文化ホール）」と
「一宮神社」を調査ルートの両端としている。ルート 1は「伝国の杜（米沢市上杉博物館・置
賜文化ホール）」をスタート地点とし、「一宮神社」をゴール地点として設定したルートであ







表 4から A－ 2コースではスロープが合計 30箇所存在していた。図 14より、確認され
たルート 1上のスロープ 10箇所のうち 9箇所がゴール地点の一宮神社に向かう西から東に
至る道筋に存在していることがわかる。また、ルート 2においても、図 14南側の一宮神社の
面する道筋に数多く存在していた。
金網は 104個、鉄板は 26個、排雪用側溝網は 4個、そして側溝は 43箇所存在していた。
図15から、金網はルート1では北から南に至る2つの道沿いに集中して存在している。また、
ルート 2においてはまんべんなく存在している。鉄板は 26個のうち 24個がルート 1に、２
個がルート 2に存在している。ルート 1では、特に図 15北側にある北から南に至る道沿い
に特に集中して存在していた。４個の排雪用側溝網はそのすべてがルート 1上にあり、ルー
ト 2には存在しなかった。側溝は 43箇所のうちルート 1に 41箇所、ルート 2に 2箇所存在
している。ルート 1では図 15から明らかなように、ルート 1のスタート地点から経路の中
盤までの間に側溝がまんべんなく存在している。
マンホールについては 65箇所存在していた。図 16からルート 1では北から南に向けて至







A－2コースでは、道幅が広い箇所を 7箇所確認することができ、ルート 1に 5箇所、ルー
ト 2に 2箇所確認された。一方、道幅が狭い箇所は 6箇所確認でき、ルート 1とルート 2と
もにそれぞれ 3箇所確認された。道幅が広い箇所はルート 1上では図 19南西側に 3箇所確
認できる。ルート 2ではスタート地点とゴール地点近くに確認できる。道幅が狭い箇所は
ルート 1上では図 19北西部に 2箇所集中して確認できる。また、危険ゾーンを 12箇所確認
することができた。その内訳はルート 1に 5箇所、ルート 2に 7箇所存在する。とりわけルー
ト 1では「カーブミラーが四つ角にたてられている」箇所があり、歩行の際は特に車の走行
に注意する必要のある地点が確認された。また、ルート 2では、図 19の中央に位置している
































表 5から B－ 1コースではスロープが 16箇所存在していた。確認されたすべてのスロー
プは図 21北側に集中して存在していることがわかる。特にルート 2においてはルートの後
半部分に存在している。
金網は 96個、鉄板は 11個、排雪用側溝網は 6個そして側溝は 8箇所存在していた。図 22
から金網はルート 1では図 22の南側に、ルート 2では図 22の北側に集中して存在している。
鉄板はルート 1ではルート前半に多く存在している。排雪用側溝網は 6個のうち 5個がルート
1にあり、鉄板と同様にルート1の前半に多く存在している。側溝はルート2のみ存在していた。
マンホールは 24箇所確認され、図 23からルート 2ではルートの前半部分に特に集中して





























　B－ 1コースのルート 1には道幅が広い箇所が 1箇所、道幅が狭い箇所が 3箇所存在し
ていた。ルート 2では道幅が広い箇所と道幅が狭い箇所がそれぞれ 1箇所存在していた。ま
た、危険ゾーンはルート 1では 2箇所、ルート 2では 6箇所が確認された。特に、ルート 1
には「十字路信号なし」という箇所が図 26南西側にあり、歩行の際は周囲の安全に注意すべ
き地点が確認されている。図 27に B－ 1コースにおける危険ゾーンの一例を示す。
表5. エリアBの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数
図27. エリアB・B－1コースにおける危険ゾーンの一例







スロープ 2 14 0 0
金網 50 46 44 69
鉄板 9 2 9 12
排雪用側溝網 5 1 7 18
側溝 0 8 7 7
マンホール 6 18 4 13
カーブミラー 3 0 4 2
ガードレール 0 0 0 0
セーフティパイプ 0 7 0 0
縁石 21 16 7 5
点字ブロック 1 1 0 0
道幅広い 1 1 0 0
道幅狭い 3 1 3 4
危険ゾーン 2 6 4 3











表 5から金網はルート1に 44個、ルート2に 69個存在していた。鉄板は 21個、排雪用側溝網



































エリア Cにおける C－ 1コースは「山形大学工学部」と「JR南米沢駅」を調査ルートの両
端としている。ルート 1は「山形大学工学部」をスタート地点とし、「JR南米沢駅」をゴール






表 6から C－ 1コースではルート 1上にスロープが 3箇所存在していた。図 33より、す
べてのスロープがルート 1のスタート地点である山形大学工学部の近くにあることがわかる。
金網はルート 1とルート 2を合わせて 135個存在していた。また、ルート 1上に鉄板が 5個、
排雪用側溝網が 28個、側溝が 4箇所存在していた。図 34から金網はルート 1とルート 2と
もに北から南に至る道筋に数多く存在していることがわかる。鉄板、排雪用側溝網そして側
溝は金網と同じように、ルート 1の北から南に至る道筋に数多く存在していることがわかる。
マンホールはルート 1に 20箇所、ルート 2に 9箇所存在している。図 35よりルート 1と
ルート 2ともに、特に東から西に至る道筋に集中して存在していた。カーブミラーは 6箇
所に設置されていた。縁石はルート 1に 4箇所、ルート 2に 25箇所存在している。図 36よ
り縁石はルート 2において特に北から南に至る道筋に集中して存在していることがわかる。
セーフティパイプはルート 1に 9箇所、ルート 2に 5箇所設置されていた。なお、ガードレー
ルと点字ブロックは存在しなかった。
表6. エリアCの調査コースにおいて確認された調査対象物の個数





スロープ 3 0 0
金網 44 91 218
鉄板 5 0 0
排雪用側溝網 28 0 0
側溝 4 0 0
マンホール 20 9 25
カーブミラー 2 4 6
ガードレール 0 0 0
セーフティパイプ 9 5 0
縁石 4 25 131
点字ブロック 0 0 0
道幅広い 2 2 5
道幅狭い 2 1 5
危険ゾーン 2 2 4















C－ 1コースでは道幅が狭い箇所をルート 1上に 2箇所、ルート 2上に 1箇所の合計 3箇
所確認された。図 37からルート 1とルート 2ともに「歩道がなく、狭い」が 1箇所あり、歩
行の際は注意すべき地点が確認されている。道幅が広い箇所はルート 1上に 2箇所、ルート
2上に 2箇所の合計 4箇所確認された。図 37から４箇所のうち 3箇所がルート 1のスター
ト地点である山形大学工学部の近くにあることがわかる。危険ゾーンはルート 1では 2箇所、
ルート 2では 2箇所が確認された。特に、ルート 1の北から南に至る道沿いに「5本の道路
の合流地点であり、見通しが悪い」が 1箇所あり、歩行の際は特に車の走行に注意する必要













表 6からC－2コースでは金網が 218個存在していた。図 39から金網はその道筋に隈なく存
在していることがわかる。マンホールは 25箇所存在しており、特に図 40の北側と南側にある東か
ら西に至る道筋に集中して存在していた。カーブミラーは 6箇所に設置されていた。6箇所のカー



























エリア Dにおける D－ 1コースは「米沢市立南部小学校」をスタート地点とし、「石山内
科クリニック」をゴール地点として設定したルートである。なお、D－ 1コース内のルート





表 7からD－ 1コースではスロープが 9箇所存在していた。図 44より確認されたスロー
プのうち 5箇所がまとまって存在しており、また残りの 4箇所もまとまって存在していた。



















D－ 1コースでは道幅が広い箇所を 4箇所、道幅が狭い箇所を 3箇所確認することができ
た。図 48から確認された道幅が広い箇所の 4箇所うち 3箇所がエリア BとエリアDの境目
を起点にして東南に進む道筋に存在している。この道筋は歩行者にとって歩きやすい道路で


















スロープ 9 0 12
金網 167 132 40
鉄板 9 10 6
排雪用側溝網 23 0 1
側溝 2 3 4
マンホール 10 2 14
カーブミラー 13 4 6
ガードレール 2 8 9
セーフティパイプ 14 0 3
縁石 56 0 13
点字ブロック 0 0 1
道幅広い 4 0 3
道幅狭い 3 3 2
危険ゾーン 5 3 3
























表 7からD－2コースでは金網は 132個、鉄板は 10個存在していた。また、側溝は３箇所存
在した。図 50から金網はルート上の全体にわたって存在していることがわかる。鉄板と側溝はス
タート地点のすぐ近くにまとまって存在していた。マンホールは 2箇所確認された。図 51からは
スタート地点すぐ近くに 1箇所、そしてルート後半に 1箇所確認できる。カーブミラーは 4箇所






































表 7から D－ 3コースではスロープが 12箇所存在していた。確認されたスロープのう
ち 7箇所が図 55北西側にある北から南西に至る道筋に存在しており、また残りの 5箇所も
図 55西側にあるルート上の 2つ目の信号から 3つ目の信号までの西から東南にいたる道筋
にまとまって存在していた。金網は 40個、鉄板は 6個、排雪用側溝網は 1個、そして側溝は
4箇所存在していた。図 56から、金網は特にルート上の 2つ目の信号から東南にいたる道筋






カーブミラーは 6箇所に設置されていた。図 58より 6箇所のうち 5箇所がルート後半の西か
ら東南に至る道筋にまとまって設置されている。このカーブミラーが集中している地点が車の
車窓から見て見通しの悪い地点だともいえる。縁石は 13箇所存在している。図 58から、縁石









箇所設置されており、残りの 1箇所はルート上の 2つ目の信号付近に 1箇所設置されていた。
点字ブロックについては図 59から明らかなように、ルート上の 1つ目の信号から 2つ目の
信号までの北から南西に至る道路に 1ブロック分敷設されていることが分かった。
D－ 3コースでは道幅が広い箇所を 3箇所、道幅が狭い箇所を 2箇所確認することができ


















































ト 1以外の 12ルートで存在が確認されている。存在が確認された 12ルートのうち、エリアA








その個数は 4.3箇所であった。次にエリアBのB－2コース・ルート 1が 1.4箇所である。
マンホールは調査コースのすべてのルートに存在していたことが図 62Fからわかる。距離
100m当たりのマンホールの箇所数で最も多く存在していたのはエリアAのA－1コース・ルー
ト 2で、その個数は 5.1箇所であった。距離 100m当たりの箇所数が最も少なかったのはエリア
DのD－2コース・ルート 1で 0.2箇所となった。
セーフティパイプの存在ついては図 62Gを確認すると、調査した 14ルートのうち 5ルートに
はセーフティパイプが存在しなかった。存在が確認された9ルートのうちエリアCのC－１コー




の個数は 14.6箇所であった。次にエリアBのB－1コース・ルート 2が 12.5箇所である。
調査した 9コース 14ルート内でのカーブミラーとガードレール、そして点字ブロックの設置状























した 9コース 14ルートにて確認された道幅が広い箇所の箇所数の割合を図 64Aに示す。そし
て、確認された道幅が狭い箇所の箇所数の割合を図 64Bに示す。
図 64Aより 14ルート中 11ルートで道幅が広いと確認された箇所が存在した。全ルートで
は合計 32箇所確認できた。確認された 11ルートのうち、エリアAのA－1コース・ルート 2
ならびにA－2コース・ルート 1そしてエリアCのC－2コース・ルート 1が最も多く確認
され、その割合は15.6%であった。次いで、エリアDのD－1コース・ルート1が 12.5%となっ









図 65より調査した 9コース 14ルートすべてにおいて危険ゾーンの箇所が確認された。全
ルートでは合計 48箇所確認できた。最も多かったのが 14.6%を占めたエリア Aの A－ 2
コース・ルート２であった。次いで、エリア Bの B－ 1コース・ルート 2の 12.5%となっ
た。3番目に多かったのが 10.4%を占めたエリアAのA－ 2コース・ルート 1とエリアD
のD－ 1コース・ルート 1となった。特に、エリアAとエリア Bについては、エリアAの















は 15.3箇所であった。2番目にはエリア Cの C－ 2コース・ルート 1が 12.5箇所である。
その他、エリア Bの B－ 2コース・ルート 1が 9.0箇所、エリア Cの C－ 1コース・ルー
ト 2が 9.6箇所、またエリア Dの D－ 1コース・ルート 1が 8.3箇所であった（図 62B）。
ここで挙げたルートは 10mほど歩くと少なくとも 1つの金網が存在している状況である。
金網の分布状況を確認してもルートにまんべんなく存在している（図 28、図 34、図 39、図
45、図 50）。そのため、ここで挙げたルートについては、悪天候時には特に足元に注意しなが
ら歩行する必要のある道であるといえる。
点字ブロックについてはエリアAのA－ 2コース・ルート 2、エリア Bの B－ 1コース






ち、B－ 1コースのルート 1とルート 2は九里学園高等学校が面している直線道路の道沿い
に設置されている（図 25）。この直線道路については、調査者より「歩道が広い」との報告が
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